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○総合学習などで、防災教育の単元は
あるが、災害選択制になっており、
水災害についてはわかりにくく、敬
遠されがち。

○授業や自治会の防災研修等で用いる
ことができる教材の不足

○流域内にいくつかある治水関連の展
示施設の一層の利活用。

○関係機関が取得する水災害関連の情
報を提供するＨＰが多数存在。

○施設の操作状況など、内部情報につ
いても、関連機関で共有することで、
連携した取り組みが出来る可能性。

関係機関の持つ河川・災害に関する
教材（資料・動画・資料館）を探し、一
元的に提供するサイト（信濃川・防災
アーカイブ）の開設

関係機関の持つ災害情報が一元提
供されるサイト（信濃川下流災害情報
共有プラットホーム）を開設・改良

コンテンツ
（中項目）

Click

堤防決壊時のリスクと対策
の検討・共有

○堤防が決壊した場合のリスクと対策
について十分検討が進んでいない。
・信濃川下流域は低平地で、ゼロメートル
地帯が存在。河川が氾濫すると氾濫水が
低地に広がり、浸水が長期に及ぶと推定

・人命の安全確保、浸水被害の軽減を図る
ためには、氾濫水の排水対策も危機管理
対応として重要

・安全に生活できる一時避難場所への避難
・超過洪水を視野に、排水ポンプの耐水化
や道路の盤上げなど、避難のための取り
組みの必要性

水災害情報共有ＷＧ 水防災教育の推進ＷＧ 大規模浸水対策に関する検討ＷＧ

水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会３つのＷＧについて
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時間毎の浸水範囲の広がり(9.4k右岸破堤時)



水災害情報共有ＷＧについて

■平成２６年度の検討内容

拡充対象情報項目

Ｃバンドレーダ雨量

堰・水門 ※

排水機場 ※

簡易水位計※

もぐり橋の状況

気象警報・注意報

距離標 ※

行政界

※は行政関係者向けのみ公開

堰・水門
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利便性の向上を目指して、情報量を拡充によるプラットホームの改良を実施した。

H25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度～

行動計画
・情報共有プラットホーム
(STEP1)を開設（H26.5～）

・「信濃川下流域情報共有プラットホーム」のＳＴＥＰ１をベースに、

情報表示機能及び画面構成等を改良・追加したＳＴＥＰ２を短期計画
（概ね1～2年）で構築する。
・双方向情報共有システムの検討
・掲載情報の拡充

・運用していく中で、情報の更新・拡
充を実施

情報共有追加項目

もぐり橋の状況

地図コンテンツに情報項目の追加
・Cバンドレーダ雨量
・距離標、行政界

今後の検討事項と改良予定

１．双方向機能の必要性及び実現性について
①双方向システムの必要性や同システムで取り扱う情
報の種類及び運用の実現性等について検討
②例えば避難所や被災現場において、スマートフォン等

から入力された被害状況や避難所の避難者数及び必要
とする物資等の情報を共有化

２．プラットホーム掲載情報の拡充について
①緊急度の高い情報（大雨特別警報や避難指示等）を
入手後、速やかにトップ画面へ自動表示する
②今後、内水浸水センサーの整備に合わせて、内水浸
水情報の表示を検討
③簡易水位計の増設に合わせて、簡易水位計の表示数
を拡充
④排水機場及び排水樋門等の水位情報などを拡充

※朱書：H26 実施



水災害教育の推進ＷＧについて

推奨ルート案

治水･農水等施設分布図

情報表示例
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H25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度～

行動計画

【治水・農業施設連携】

①モデルコースの作成
②現河道施設スタンプラリー
（カードの作成））
③遺構等の治水歴史巡りへの
反映

【治水・農業施設連携】
①関係機関より施設情報の収集整理
②モデルコース案、リーフレット案の作成
③電子スタンプラリーアプリの開発・試行
【水防災教育】
①教育機関へのヒアリング→必要な教材等の情報収集
②関係機関より資料の収集
③ＨＰコンテンツを構築・公開

【水防災教育】
・教育委員会・小中学校への
周知
・運用していく中で、情報の更
新・拡充を実施

■平成２６年度の検討内容

○流域情報アーカイブ(仮称)の構築準備

流域の治水や水防について学ぶ機会を増やすため、以下の取り組みを実施

信濃川下流域の治水・農業関連情報の整理

・コンテンツ毎に情報を格納し、さまざまな検索手法に対応

○治水･農業施設等の連携

流域内に点在するさまざまな治水・農業関連施
設の分布状況を整理

・施設を知ってもらうことで、流域の特性等を学ぶ機会を増
やし、理解を深めてもらう

○電子スタンプラリーアプリ試行

・家族で参加し、町の魅力を発見する機会と
なった。

・いつも何も気にせず通り過ぎる場所ばかり
だったが、カメラにおさめてみると、いつもと
違った風景に見え、とても愛着を感じた。
・防災に関することをもっと知りたいと思った。

・このような企画は子供たちとも楽しめてよ
かった。

参加者から寄せられた感想



H25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度～

行動計画 －

【L1:計画規模（1/150）での検討】
・下流域の外水氾濫の情報共有
・既存の排水機場等のリスク評価
・外水氾濫の被害軽減に向けた方策のリストアップ
・氾濫抑制対策の検討・耐水化が有効な排水施設のリストアップ
・適時的確な避難による被害軽減策検討
・ライフライン・インフラ施設被害に伴う影響検討

【L2浸水想定区域図の情報共有】
・被害軽減に向けた方策のリスト
アップ
・新たな課題の抽出

■平成２６年度の検討内容

○浸水被害軽減に向けた方策の検討

○排水機場稼動条件の調査 氾濫シミュレーションにより堤防決壊後の被害状況を把握すると共に、排水施
設の稼働による効果を検証。

・開口部の高さ
・電気系統の機能停止高さ
・受電設備の設置高さ
・非常用発電設備の高さ など

○大規模浸水・長期湛水事例の整理

【氾濫シミュレーション基本条件】
・1/150規模洪水を想定（浸水想定区
域図検討時と同様）
・破堤点は、氾濫ブロック毎に大規
模な被害額が予想される地点を設定
(直轄区間のみを対象)

排水機場は、浸水する高さに
より停止する恐れがあるため、
施設ごとに稼働停止する条件
を調査

【結果のアウトプット】
・最大浸水区域、最大浸水深
・浸水面積、浸水人口、浸水戸数
・浸水継続時間
・3日以上孤立者数、最大孤立者数
など

排水機場が稼働しない場合
→ ７日以上湛水が継続

排水機場が稼働する場合
→ ３日で排水完了

施設の浸水状況(合計54施設) 浸水施設の稼動状況(左図の41施設)

浸水しない
13施設

浸水する
41施設

継続稼動
可能
21施設

継続稼動
不可能
20施設
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・耐水化が有効な排水施設について施設管理者との情報共有
・排水機場の耐水化の事例収集及び情報共有

大規模浸水対策に関する検討ＷＧについて

外水氾濫（L１：計画規模）などの浸水を想定し、排水機場の停止による湛水長期化や停電など、社会的リスク
の共有と対策について検討を実施

○シミュレーションによる被害状況の把握

※朱書：H26 実施


